
研究実績の概要 

１）外部領域でのナヴィエ・ストークス方程式に対する自由境界問題の時間大域解の一意

存在と漸近挙動を示した。 

２）非圧縮・非圧縮の場合の線形化問題に対する R ―有界な解作用素を構成し、Lp―Lq 

最大正則性原理、およびスペクトル解析を有界領域と外部領域の場合に示した。またナヴ

ィエ・ストークス・コルトベーグ方程式を用いて２相問題における相転移問題を研究する

ことを開始した。 本年度はこの方程式の自由境界問題のモデル問題の R ―有界な解作用

素の構成と、気液２相問題の相転移問題の数学理論を構築する手始めとして、気体部分が

ヴィエ・ストークス・コルトベーグ方程式、流体部分がストークス方程式とする方程式系

のモデル問題に対して R ―有界な解作用素を構成した。 

３）マクセル・ステファン・ナヴィエ・ストークス方程式の初期値・境界値問題に対して

時間局所解の一意存在と小さな初期値に対する時間大域解の一意存在と解の漸近挙動を示

した。 

４）１１月７日～１１日早稲田大学と京都大学数理解析研究所で混相流、生物流体、確率

ナヴィエ・ストークス方程式に関する国際会議を行った。 

http://www.sgu-mathphys.sci.waseda.ac.jp/event.html 
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日本数学会 

日本数学会 於関西大学, 2016年,9月 18日 

講演題目：外部領域におけるNavier-Stokes 方程式の自由境界問題について 

講演題目：Global well-posedness of unsteady motion of viscous incompressible capillary 

liquid bounded by a free surface.  

 

日本数学会 於首都大学東京, 2017年, 3月 27日 

講演題目：On $L_p$-$L_q$ decay estimate for Stokes equations with free boundary 

condition in an exterior domain 

講演題目：Global well-posedness for the free boundary problem of the Navier-Stokes 

equations in an exterior domain 

 

  


